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細菌を
“つけない”
「清潔」

“ふやさない”
「迅速または冷却」

“やっつける”
「加熱」

細菌性食中毒予防三原則

総 件 数
総患者数
（昨年同期）
総 件 数
総患者数

4件
48名

19件
628 名

東食協ホームページ　 https://www.toshoku.or.jp

　

東
食
協
は
東
京
都
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、

「
給
食
施
設
の
衛
生
管
理
」
と
題
し
、
給
食

施
設
に
お
け
る
衛
生
管
理
に
つ
い
て
の
講
習

会
を
令
和
６
年
12
月
25
日
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
し
て
い
ま
す
。（
令
和
７
年
３
月
31
日

ま
で
無
料
配
信
）

　

講
師
に
東
食
協
技
術
主
幹
の
栗
田
滋
通
氏

を
む
か
え
、
毎
年
、
原
因
施
設
別
食
中
毒
発

生
件
数
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
と
な
る
給
食
施

設
に
お
け
る
食
中
毒
予
防
を
中
心
と
し
た
講

習
会
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
・

サ
ル
モ
ネ
ラ
・
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
と
い
っ
た
食

中
毒
病
因
物
質
の
基
礎
知
識
や
、
給
食
施
設

の
特
徴
を
踏
ま
え
た
異
物
混
入
対
策
な
ど
、

衛
生
管
理
を
確
実
に
実
行
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

給
食
施
設
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
食
品

従
事
者
の
皆
様
に
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
以
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
視

聴
で
き
ま
す
。
是
非
ご
視

聴
く
だ
さ
い
。

東京都委託食品衛生講習会

『給食施設の衛生管理』

オンライン無料配信中

　

は
じ
め
に

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
、
２
０
１

６
年
の
熊
本
地
震
、
昨
年
１
月
１
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
な
ど
、
近
年
、
大
規
模

災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
大
規
模

な
災
害
が
起
こ
る
と
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停

止
や
衛
生
用
品
の
不
足
な
ど
に
よ
り
、
食
品

の
衛
生
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
過
去
に
は
、
避
難
所
で
提
供
さ
れ

た
食
事
に
よ
る
食
中
毒
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
熊
本
地
震
の
被
災

地
に
お
い
て
、
東
京
都
が
委
託
調
査
し
た
結

果
を
踏
ま
え
、
災
害
時
の
避
難
所
で
食
事
を

提
供
す
る
際
の
食
中
毒
予
防
に
つ
い
て
解
説

し
ま
す
。

　

基
本
的
な
考
え
方

　

災
害
時
は
、
水
・
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
十
分
で
な
い
状
況
で
す
。
ま

た
、
ア
ル
コ
ー
ル
系
薬
剤
な
ど
の
衛
生
用
品

も
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
制
約
の
あ

る
な
か
で
は
、「
少
し
で
も
リ
ス
ク
を
下
げ

る
」
と
い
う
考
え
方
で
、
実
施
可
能
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
考
え
方

に
沿
っ
た
食
中
毒
予
防
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
、
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

①
炊
き
出
し
す
る
場
所
の
確
認

　

炊
き
出
し
な
ど
調
理
を
行
う
場
所
は
、
ト

イ
レ
や
食
品
の
廃
棄
場
所
か
ら
な
る
べ
く
離

す
か
、
仕
切
り
を
し
ま
す
。
ト
イ
レ
や
廃

棄
物
か
ら
の
汚
染
を
で
き
る
だ
け
避
け
る

た
め
、
設
置
場
所
は
事
前
に
避
難
所
の
管
理

責
任
者
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
提
供

可
能
な
食
数
に
つ
い
て
も
慎
重
に
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

②
体
調
不
良
時
は
調
理
し
な
い

　

体
調
不
良
の
と
き
は
、
食
品
の
調
理
や
配

布
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。下
痢
や
腹
痛
、

吐
き
気
や
お
う
吐
、
発
熱
な
ど
の
あ
る
方
、

ま
た
、
手
に
傷
が
あ
る
方
は
、
食
品
に
関
す

る
作
業
に
従
事
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
調
理
者
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
に
感
染
し

て
い
る
と
、
手
指
等
を
介
し
て
食
品
を
汚
染

し
、
食
中
毒
を
発
生
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
高
く

な
り
ま
す
。

③
し
っ
か
り
手
洗
い

　

ト
イ
レ
後
や
調
理
・
提
供
前
は
、
で
き
る

だ
け
石
け
ん
な
ど
で
手
を
洗
い
、
手
指
の
消

毒
を
徹
底
し
ま
す
。
水
が
十
分
に
使
え
な
い

状
況
で
は
、
ポ
リ
タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
使
っ
て
手
洗
い
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

水
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
で
し
っ
か
り
と
手
指
の
汚
れ

を
ふ
き
取
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
系
薬
剤
で
消
毒

し
ま
す
。
ま
た
、
食
品
の
盛
り
つ
け
時
は
、

使
い
捨
て
手
袋
を
着
用
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
系

薬
剤
を
手
袋
全
体
に
か
け
ま
し
ょ
う
。
特
に

「
お
に
ぎ
り
」
を
に
ぎ
る
と
き
は
、
使
い
捨

て
手
袋
を
着
用
す
る
か
、
ラ
ッ
プ
で
包
み
ま

し
ょ
う
。

④
メ
ニ
ュ
ー
は
加
熱
調
理
品

　

提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー
は
加
熱
調
理
品
に
し

ま
す
。
災
害
時
に
手
指
や
器
具
類
の
洗
浄
・

消
毒
の
実
施
が
難
し
い
状
況
で
は
、加
熱（
食

中
毒
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
る
）
を
徹

底
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
加
熱
す
る
と
き

は
、
食
品
の
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
非
加
熱
の
メ
ニ
ュ
ー
や

和
え
物
の
提
供
は
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ

う
。

⑤
適
切
な
温
度
管
理

◉
避
難
所
で
炊
き
出
し
す
る
場
合

　

調
理
前
の
要
冷
蔵
・
要
冷
凍
の
食
材
は
、

よ
く
冷
や
し
た
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等
で
保

存
し
、
常
温
保
存
食
品
は
、
直
射
日
光
を
避

け
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
つ
く
り
置

き
は
せ
ず
に
、
調
理
後
は
２
時
間
以
内
を
目

安
に
喫
食
で
き
る
よ
う
提
供
し
ま
し
ょ
う
。

◉
避
難
所
に
弁
当
類
を
提
供
す
る
場
合

　

弁
当
の
調
製
時
は
、
ご
飯
や
お
か
ず
は
十

分
に
冷
ま
し
て
か
ら
盛
り
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
管
・
運
搬
中
の
細
菌
の
増
殖
を
抑

え
る
た
め
、
調
理
後
、
長
時
間
の
常
温
放
置

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
備
え
る
災
害
時
の
食
中
毒
予
防

知
っ
て
備
え
る
災
害
時
の
食
中
毒
予
防

⑥
早
く
食
べ
る
よ
う
に
伝
え
る

　

食
品
を
提
供
す
る
際
に
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
食
べ
る
よ
う
に
伝
え
ま
す
。
熊
本
地
震

の
避
難
所
で
は
、
発
災
直
後
の
食
料
が
限
ら

れ
た
た
め
、
弁
当
や
パ
ン
、
お
に
ぎ
り
を
大

事
に
と
っ
て
お
く
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

物
質
不
足
か
ら
食
料
を
確
保
す
る
こ
と
は
大

切
で
す
が
、
災
害
時
は
、
少
し
で
も
リ
ス
ク

を
下
げ
る
た
め
、
配
布
し
た
弁
当
類
や
お
に

ぎ
り
な
ど
は
、
取
り
置
き
せ
ず
、
で
き
る
だ

け
早
く
食
べ
る
よ
う
提
供
時
に
伝
え
ま
し
ょ

う
。

　

避
難
所
で
起
き
た
食
中
毒
事
例

　

熊
本
地
震
で
は
、
残
念
な
が
ら
「
お
に
ぎ

り
」
に
よ
る
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
食
中
毒
が

１
件
発
生
し
ま
し
た
。
熊
本
市
内
の
避
難
所

で
、
飲
食
店
が
調
理
・
提
供
し
た
「
お
か
か

お
に
ぎ
り
」
が
原
因
で
３
４
人
が
発
症
し
ま

し
た
。
調
理
し
た
人
の
手
に
存
在
し
て
い
た

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
「
お
に
ぎ
り
」
に
付
着

し
、
温
か
い
ま
ま
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
容
器
に

入
れ
て
避
難
所
に
運
ん
で
い
る
間
に
菌
が
増

殖
し
、
毒
素
が
産
生
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
事
例
の
ほ
か
に
も
、
災
害
時
の
避
難
所

で
数
多
く
提
供
さ
れ
る
「
カ
レ
ー
」
は
、
長

時
間
の
常
温
保
管
や
提
供
前
の
加
熱
不
足
に

よ
る
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
食
中
毒
、「
生
野
菜
等

の
非
加
熱
メ
ニ
ュ
ー
」
は
、
調
理
従
事
者
の

手
洗
い
不
足
に
よ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒

な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
特
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

お
わ
り
に

　

災
害
時
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
十
分
で
な
い

状
況
で
す
。
こ
う
し
た
制
約
の
な
か
で
避
難

所
に
お
い
て
食
事
を
提
供
す
る
場
合
は
、「
少

し
で
も
リ
ス
ク
を
下
げ
る
」
と
い
う
考
え
方

で
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
稿

で
解
説
し
た
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏

ま
え
、
ハ
サ
ッ
プ
（
H
A
C
C
P
）
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
に
取
り
組
み
、

避
難
所
で
安
全
な
食
事
を
提
供
す
る
よ
う
努

め
て
く
だ
さ
い
。
東
京
都
保
健
医
療
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
食
品
衛
生
の
窓
」
で
は
、

避
難
所
に
お
い
て
活
用
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
な
ど
を
ま
と
め
た
、「
避
難
所
で
す
ぐ

に
使
え
る
食
中
毒
予
防
ブ
ッ
ク
」
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
備
え
て
お
き
た

い
衛
生
用
品
の
例
や
炊
き
出
し
支
援
者
向
け

な
ど
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

避難所等における炊き出し支援者向け食中毒予防リーフレット

◉避難所における食中毒予防の観点

から、食品等の取扱いや普及啓発等

を行う際に活用できるマニュアル、

ポスター等を一冊にまとめたもの。

（令和元年 7月第 2版）

◉避難者向けポスターには、多言語

版（英語、中国語（簡体字、繁体字）、

韓国語）を用意。

ホームページからダウンロードできます。
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意
が
必
要
で
す
。

　

３
月
に
は
ク
ド
ア
・
セ
プ
テ
ン
プ
ン
ク

タ
ー
タ
に
よ
る
食
中
毒
が
１
件
発
生
し
ま
し

た
（
患
者
数
18
名
）。
こ
れ
は
ヒ
ラ
メ
に
寄

生
す
る
寄
生
虫
で
、
大
量
に
寄
生
し
た
も
の

を
生
食
す
る
と
下
痢
や
お
う
吐
を
発
症
し
ま

す
。
予
防
に
は
中
心
部
ま
で
マ
イ
ナ
ス
20
℃

で
４
時
間
以
上
冷
凍
す
る
か
、
75
℃
で
５
分

以
上
の
加
熱
が
有
効
で
す
。

◎
化
学
物
資

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
よ
る
も
の
と
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
も
の
が
各
１
件
発
生
し

ま
し
た
。

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
よ
る
食
中
毒
の
多
く
は
赤

身
魚
が
原
因
と
な
り
ま
す
。
温
度
管
理
に
不

備
が
あ
る
と
ヒ
ス
タ
ミ
ン
産
生
菌
が
増
殖

し
、
そ
の
作
用
に
よ
り
魚
の
成
分
か
ら
ヒ
ス

タ
ミ
ン
が
生
成
さ
れ
ま
す
。
魚
介
類
は
流
通

過
程
で
し
っ
か
り
と
温
度
管
理
さ
れ
て
い
る

も
の
を
仕
入
れ
、
短
時
間
で
調
理
提
供
し
ま

し
ょ
う
。

　

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
食
中
毒

は
、
漂
白
剤
が
含
ま
れ
る
水
を
誤
っ
て
客
に

提
供
す
る
な
ど
、
過
去
に
も
度
々
発
生
し
て

い
ま
す
。
漂
白
剤
な
ど
の
薬
剤
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
に
は
、
薬
剤
使
用
中
で
あ
る
こ
と
を

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
、
薬
剤
を
食
品
の
空
き
容
器
に
保
管
し

な
い
こ
と
、
食
品
の
近
く
に
薬
剤
を
置
か
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に

　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
中
毒

予
防
三
原
則
①
つ
け
な
い
（
手
洗
い
な
ど
）

②
増
や
さ
な
い
（
温
度
管
理
な
ど
）
③
や
っ

つ
け
る
（
加
熱
な
ど
）
を
着
実
に
実
行
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
食
品
等
事

業
者
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
へ

の
取
組
み
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
営

業
者
は
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
み
を
考

え
て
衛
生
管
理
計
画
を
作
成
し
、
従
業
員
に

周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
食
中
毒
の
原
因
と
な
っ

た
施
設
の
中
に
は
、
衛
生
管
理
計
画
の
内
容

を
従
業
員
が
理
解
し
て
お
ら
ず
、
決
め
ら
れ

た
計
画
が
実
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
営
業
者
、
食
品
衛
生

責
任
者
の
皆
様
は
定
期
的
に
施
設
の
状
況
を

確
認
し
、
衛
生
管
理
計
画
の
見
直
し
を
行
う

な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

ベ
ン
ト
に
お
け
る
臨
時
出
店
な
ど
で
比
較
的

患
者
数
の
多
い
事
例
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

発
生
件
数
は
、
２
月
ま
で
最
近
10
年
間
の

平
均
（
以
下
「
平
年
」
と
い
う
。）
を
上
回
っ

て
い
ま
し
た
が
、
３
月
以
降
は
平
年
以
下
で

推
移
し
ま
し
た
。

　

患
者
数
は
、
１
月
に
平
年
の
２
・
５
倍
以

上
と
突
出
し
ま
し
た
が
、
２
月
に
は
平
年
を

下
回
り
、
３
月
以
降
、
２
０
０
名
を
超
え
た

月
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

食
中
毒
１
件
当
た
り
の
平
均
患
者
数
は
約

13
名
で
、
平
年
と
同
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
で
あ
る
令
和
５
年
ま
で
の
３
年
間
は
、

１
件
当
た
り
平
均
患
者
数
が
10
名
以
下
と
少

な
い
年
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
要
因
の

一
つ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
で
患
者
数
が
１

名
で
あ
る
ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
が
発
生
件
数

の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
す
。
令

和
６
年
の
平
均
患
者
数
の
増
加
に
は
、
そ
の

ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ

と
と
、
前
述
の
と
お
り
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
が
増
加
し
、
比
較
的
規
模
の
大
き

な
事
例
が
複
数
発
生
し
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
ま
す
。

　

原
因
施
設
別
発
生
状
況
（
表
１
）

　

原
因
施
設
別
発
生
状
況
を
表
１
に
示
し
ま

　

概
況

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
の
東
京
都
に

お
け
る
食
中
毒
事
件
（
速
報
値
）
は
、
発
生

件
数
１
１
４
件
、
患
者
数
１
５
３
５
名
で
し

た
。
発
生
状
況
の
主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

①
発
生
件
数
は
前
年
の
約
８
割
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
患
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
、

令
和
２
年
以
来
４
年
ぶ
り
に
千
名
を
超
え
ま

し
た
。

　

②
病
因
物
質
別
で
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
も
の
が
最
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
件
数
で

最
多
と
な
る
の
は
、
平
成
28
年
以
来
８
年
ぶ

り
で
す
。

　

③
原
因
施
設
別
で
は
、
例
年
と
同
様
、
一

般
飲
食
店
に
お
け
る
も
の
が
最
も
多
く
発
生

し
ま
し
た
。

　

月
別
食
中
毒
発
生
状
況（
図
１
、図
２
）

　

月
別
食
中
毒
発
生
状
況
を
図
１
及
び
図
２

に
示
し
ま
し
た
。

　

発
生
件
数
・
患
者
数
と
も
に
１
月
が
最
多

で
、
19
件
、
６
２
８
名
で
し
た
。
１
月
は
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
発
生
が
11
件

と
年
間
最
多
で
、
飲
食
店
や
集
団
給
食
、
イ

ノ
ロ
、カ
ン
ピ
ロ
、ア
ニ
サ
キ
ス
が
８
割
占
め
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス  

件
数
、患
者
数
と
も
最
多

件
数
、患
者
数
と
も
最
多

し
た
。

　

発
生
件
数
は
飲
食
店
（
一
般
）
が
76
件

（
67
％
）
で
最
多
で
あ
り
、
次
い
で
集
団
給

食
（
合
計
）
９
件
（
８
％
）、飲
食
店
（
す
し
）

８
件
（
７
％
）、
で
し
た
。

　

患
者
数
は
、
多
い
順
に
飲
食
店
（
一

般
）
８
３
３
名
（
54
％
）、
集
団
給
食
（
合

計
）
３
６
０
名
（
23
％
）、
飲
食
店
（
弁
当
）

１
０
６
名
（
７
％
）
で
し
た
。

　

病
因
物
質
別
発
生
状
況（
表
２
、図
３
）

　

病
因
物
質
別
発
生
状
況
を
表
２
に
示
し
ま

し
た
。

　

発
生
件
数
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
36
件

（
32
％
）、
ア
ニ
サ
キ
ス
34
件
（
30
％
）、
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
26
件
（
23
％
）
の
上
位
３

物
質
で
全
体
の
８
割
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

　

患
者
数
上
位
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

１
０
５
６
名
（
69
％
）、
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌

１
６
４
名
（
11
％
）、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

１
５
１
名
（
10
％
）
で
し
た
。

　

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
か
ら
令
和
６

年
（
２
０
２
４
年
）
ま
で
の
主
な
病
因
物
質

別
発
生
件
数
の
推
移
を
図
３
に
示
し
ま
し

た
。
令
和
６
年
は
、
前
年
ま
で
７
年
連
続
で

発
生
件
数
第
１
位
で
あ
っ
た
ア
ニ
サ
キ
ス
に

よ
る
食
中
毒
が
半
減
し
ま
し
た
。
一
方
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
前
年
の
２
倍

以
上
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
平

成
30
年
以
降
６
年
ぶ
り
に
発
生
順
位
に
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。

◎
細
菌
性
食
中
毒

　

細
菌
性
食
中
毒
は
発
生
件
数
41
件

（
36
％
）、
患
者
数
４
０
５
名
（
26
％
）
で
し

た
。
発
生
件
数
上
位
は
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

と
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
で
す
。

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
食
中
毒
は
26

件
、
患
者
数
は
１
５
１
名
で
し
た
。
事
例
の

ほ
と
ん
ど
は
飲
食
店
（
一
般
）
が
原
因
施
設

で
、
９
月
と
11
月
を
除
き
年
間
を
通
じ
て
発

生
し
ま
し
た
。
多
く
の
事
例
で
鶏
刺
し
、
鶏

わ
さ
、
半
生
の
焼
き
鳥
な
ど
生
や
加
熱
不
十

分
な
鶏
肉
の
提
供
が
あ
り
、
主
な
発
生
要
因

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶏
肉
は
、
鮮
度
に
関
係
な
く
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
と
い
っ
た
食
中
毒
起

因
菌
に
汚
染
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
令

和
６
年
に
は
焼
き
鳥
を
含
む
食
事
を
原
因
と

し
て
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
と
サ
ル
モ
ネ
ラ

の
両
方
が
病
因
物
質
と
さ
れ
た
食
中
毒
も
１

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
十
分
な
加
熱
調
理
（
中
心
温
度
75
℃

で
１
分
以
上
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
）
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
加
熱
不
足
だ
け
で
な
く
、
他
の
食
品

へ
の
二
次
汚
染
も
食
中
毒
の
発
生
要
因
と
な

り
ま
す
。
食
材
の
適
切
な
保
管
や
器
具
類
の

使
い
分
け
、十
分
な
手
洗
い
な
ど
を
心
掛
け
、

二
次
汚
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
７
件
、

患
者
数
は
１
６
４
名
で
し
た
。
ウ
エ
ル
シ
ュ

菌
は
酸
素
を
嫌
う
性
質
を
持
つ
ほ
か
、
芽
胞

と
呼
ば
れ
る
耐
久
性
の
高
い
細
胞
構
造
を
形

成
す
る
こ
と
で
加
熱
し
て
も
死
滅
せ
ず
生
き

残
り
、
加
熱
調
理
後
、
12
℃
か
ら
50
℃
の
温

度
域
で
大
量
に
増
殖
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

カ
レ
ー
や
煮
物
な
ど
の
加
熱
調
理
後
の
放
冷

が
ゆ
っ
く
り
過
ぎ
て
増
殖
さ
せ
て
し
ま
う
事

例
が
多
く
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
食
品
は
大
鍋

で
一
度
に
大
量
調
理
す
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
患
者
数
も
多
く
な

り
や
す
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
食
中
毒
の

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

食
品
が
菌
の
増
殖
に
適

し
た
温
度
に
あ
る
時
間

を
短
く
す
る
こ
と
で

す
。
具
体
的
に
は
、
①

調
理
後
す
ぐ
に
提
供
す

る
、
②
料
理
を
保
管
す

る
場
合
は
中
心
温
度
を

10
℃
以
下
又
は
65
℃
以

上
に
保
つ
、
③
加
熱
後

に
冷
却
す
る
場
合
は
、

小
分
け
す
る
な
ど
し
て

中
心
部
ま
で
速
や
か
に

温
度
を
下
げ
る
、
④
調

理
時
だ
け
で
な
く
提
供
前
に
再
加
熱
す
る
際

も
十
分
に
加
熱
す
る
（
芽
胞
の
状
態
で
な
い

菌
は
加
熱
に
よ
り
死
滅
し
ま
す
。）、
と
い
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
と
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
以

外
の
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
、
い
ず
れ
も
２

件
以
下
の
発
生
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
稀
な

事
例
と
し
て
、
赤
痢
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
１

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
赤
痢
菌
が

食
中
毒
の
統
計
に
追
加
さ
れ
た
平
成
11
年
以

来
、
都
内
初
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

◎
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
３
６
件

発
生
し
、
患
者
数
は
１
０
５
６
名
で
し
た
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
期
（
１
月
か
ら
３

月
及
び
11
月
、
12
月
）
に
お
け
る
発
生
が
29

件
と
８
割
を
占
め
ま
し
た
が
、
夏
場
に
も
発

生
し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
油
断
は
で
き

ま
せ
ん
。
発
生
要
因
の
多
く
は
調
理
従
事
者

か
ら
の
二
次
汚
染
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
調
理
従
事
者
が
胃
腸
炎
症
状
を
呈

し
て
い
た
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
半
分
以
上

は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
が
ら
無
症
状

で
あ
っ
た
従
事
者
か
ら
の
汚
染
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
予
防
の
原

則
は
、
①
調
理
従
事
者
か
ら
の
食
品
汚
染
を

防
止
す
る
（
お
う
吐
や
下
痢
等
の
症
状
の
あ

る
人
は
食
品
に
直
接
触
れ
る
作
業
を
し
な

い
、
手
洗
い
の
徹
底
、
手
袋
の
適
切
な
使
用

等
）、
②
調
理
器
具
等
か
ら
の
汚
染
を
防
止

す
る
（
洗
浄
と
消
毒
の
徹
底
）、
③
食
材
由

来
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
失
活
さ
せ
る
（
二
枚

貝
等
は
中
心
温
度
85
～
90
℃
で
90
秒
以
上
加

熱
）、
で
す
。
ま
た
、
調
理
従
事
者
は
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
、
家
族
も
含

め
日
頃
か
ら
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

◎
寄
生
虫

　

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
34
件
発
生

し
ま
し
た
（
患
者
数
34
名
）。
ア
ニ
サ
キ
ス

は
多
く
の
海
水
魚
に
寄
生
し
て
お
り
、
様
々

な
魚
の
生
食
に
よ
り
季
節
を
問
わ
ず
食
中
毒

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
原
因
と
特
定
さ
れ
た

魚
種
も
、
イ
ワ
シ
、
サ
バ
、
タ
イ
、
ヒ
ラ
メ

な
ど
様
々
で
し
た
。

　

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
に

は
、
①
加
熱
調
理
（
60
℃
で
１
分
以
上
又
は

70
℃
以
上
）
又
は
②
冷
凍
処
理
（
中
心
部
ま

で
マ
イ
ナ
ス
20
℃
で
24
時
間
以
上
）
が
確
実

で
す
。こ
れ
ら
の
工
程
を
経
な
い
場
合
に
は
、

漁
獲
後
速
や
か
に
内
臓
を
除
去
し
、
調
理
の

際
に
目
視
で
よ
く
確
認
す
る
な
ど
十
分
な
注

図 2　��月別患者数（令和６年（2024年）、
　　2015〜 2024年の10年間平均）（東京都）
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表１　原因施設別発生状況（令和6年、東京都）
件数 患者数

飲食店

一般 76 833
すし 8 27
弁当 3 106
仕出し 1 67
そば 1 1

集団給食
要許可 7 274
届出 2 86

魚介類販売業 4 4
臨時出店 1 80
家庭 3 3
その他 2 38
不明 6 16
合計 114 1,535

表 2　病因物質別発生状況（令和6年、東京都）
件数 患者数

細菌

カンピロバクター 26 151
ウエルシュ菌 7 164
黄色ブドウ球菌 2 26
腸管出血性大腸菌 2 7
サルモネラ 1 3
セレウス菌 1 38
赤痢菌 1 12

カンピロバクター及びサルモネラ 1 4
ウイルス ノロウイルス 36 1,056

寄生虫
アニサキス 34 34

クドア・セプテンプンクタータ 1 18

化学物質
ヒスタミン 1 20

次亜塩素酸ナトリウム 1 2
合計 114 1,535

  令和６年
  東京都の食中毒  
  発生状況〈速報〉

図 1　�月別発生件数（令和６年（2024年）、
　　2015〜 2024年の10年間平均）（東京都）
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　図 3　主な病因物質別発生件数推移
　　　　（2015〜 2024年）（東京都）
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